
広
辞
苑
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
を
「
パ
ソ

コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
情
報
技
術
を
使
う
能

力
の
差
に
よ
っ
て
生
じ
る
個
人
間
・
国
家
間
の
経
済

的
格
差
。
情
報
格
差
」
と
記
し
て
い
る
。
90
年
代
後

半
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
で
、
米
国
商

務
省
は
、
１
９
９
９
年
に
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
持

ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
る
世
帯
と
、

そ
う
で
な
い
（
ネ
ッ
ト
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
）
世
帯

の
関
係
を
デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
」
と
す
る
報
告
書

を
発
表
し
て
い
る
。
日
本
で
も
、
総
務
省
が
２
０
０

８
年
に
「
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

や
携
帯
電
話
に
つ
い
て
世
界
で
最
も
進
ん
だ
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
実
現
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は

国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
地
域
間
格
差

（
デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
）
が
存
在
し
て
い
る
」
と

分
析
し
て
い
る
。
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
広
帯
域
幅
）

は
、
大
容
量
の
信
号
を
高
速
度
で
伝
送
で
き
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、
光
ケ
ー
ブ
ル

回
線
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
は
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
、

大
き
な
武
器
と
な
っ
た
。
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
で
は
、
当
日
の
テ
レ
ビ
放
送
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
発
信
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
は
地
震
の
直
後

か
ら
、
押
し
寄
せ
る
津
波
の
状
況
を
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ

で
伝
え
た
。
そ
の
後
も
、
世
界
中
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
高
精
細
度
写
真
や
ビ
デ

オ
を
使
っ
て
、
被
災
地
や
被
災
者
、
津
波
の
猛
威
、

原
発
建
屋
の
破
損
状
況
を
伝
え
て
い
る
。
イ
ラ
ク
戦

争
の
際
に
、
記
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
が
軍
隊
と
と
も
に

行
動
し
、
最
前
線
の
状
況
を
報
道
し
た
の
は
特
別
な

事
例
だ
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
、
重
大
事
件
の
詳
細

を
政
府
発
表
の
前
に
報
道
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

ま
た
、
政
府
報
道
担
当
者
が
行
う
公
式
会
見
の
一
言

一
句
が
世
界
中
で
注
目
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
通
常
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
情
報
も
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
に
対
応
し
て
い
る
。

米
国
紙
の
大
リ
ー
グ
欄
は
、
そ
の
時
点
で
の
打
席
の

ボ
ー
ル
と
ス
ト
ラ
イ
ク
の
数
、
塁
上
の
選
手
、
次
打

席
の
選
手
名
等
の
実
況
と
同
時
に
、
登
録
全
選
手
の

入
団
時
か
ら
現
在
ま
で
の
成
績
を
常
時
更
新
し
な
が

ら
掲
載
し
て
い
る
。
政
府
機
関
、
大
学
研
究
機
関
、

学
術
団
体
も
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
魅
力
的
な
も
の
に
す

る
努
力
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
過
去
の
記
録
（
ア
ー

カ
イ
ブ
）
の
紹
介
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
我
々
は
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
１
９
９

４
年
に
行
わ
れ
た
大
江
健
三
郎
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
講
演
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。
新
刊
書
の
電
子
版

は
、
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
の
店
頭
発
売
と
同
時
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
販
売
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
書

店
は
存
亡
の
機
に
あ
る
。
著
作
権
の
切
れ
た
文
学
作
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品
は
、
電
子
化
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
無
料
公

開
さ
れ
る
も
の
が
増
え
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

図
書
館
「
青
空
文
庫
」
に
あ
る
芥
川
龍
之
介
の
作
品

は
３
０
０
点
以
上
に
な
る
。
米
国
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
」
は
３
万
点
以
上
の
作
品
を

提
供
し
て
い
る
。

個
人
も
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
享
受
し
て
い
る
。
音

楽
や
動
画
の
送
受
信
や
ゲ
ー
ム
に
没
頭
し
、
ま
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
通
信
販
売
を
楽

し
ん
で
い
る
。
未
知
の
人
た
ち
と
の
匿
名
電
子
メ
ー

ル
の
増
加
も
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
よ
う
だ
。

会
員
制
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
で
あ
る
ソ
ー
シ
ャ

的
に
感
じ
る
色
々
の
不
幸
や
不
安
の
原
因
の
か
な
り

大
き
な
部
分
が
、『
新
聞
』
と
い
う
も
の
の
存
在
と

直
接
間
接
関
係
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
」、「
私

は
あ
ら
ゆ
る
日
刊
新
聞
を
全
廃
す
る
事
に
よ
っ
て
こ

の
世
の
中
が
も
う
少
し
住
心
地
の
い
い
も
の
に
な
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
特
徴
の
一
つ
は
、
よ
り
自
由

な
受
信
と
送
信
の
双
方
向
性
で
あ
る
。
情
報
社
会
に

生
き
る
我
々
は
、
入
っ
て
く
る
情
報
の
価
値
を
評
価

す
る
だ
け
で
な
く
、
価
値
の
あ
る
情
報
を
発
信
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
短
文
の
「
つ
ぶ

や
き
」
を
読
み
漁
り
、
そ
れ
に
相
槌
を
打
つ
と
い
う

情
報
交
換
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、
じ
っ
く
り
考
え

る
時
間
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
映
像
も
受
身
だ
。

し
か
も
情
報
量
が
多
い
の
で
、
頭
を
素
通
り
す
る
こ

と
が
多
い
。
感
銘
し
て
、
一
部
の
映
像
を
記
憶
に
と

ど
め
た
つ
も
り
で
も
、改
め
て
映
像
を
見
て
み
る
と
、

異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
一
方
通
行
の
講
演
や

訓
話
も
受
身
だ
。
感
心
し
た
話
で
も
、
そ
の
場
を
離

れ
た
途
端
、論
理
の
矛
盾
に
気
が
付
く
こ
と
が
あ
る
。

技
術
者
の
世
界
で
は
、
厳
密
な
批
判
に
応
え
ら
れ
る

文
書
（
仕
様
書
）
と
、
そ
の
妥
当
性
を
示
す
検
証
作

業
の
資
料
の
呈
示
が
情
報
発
信
で
あ
る
。「
つ
ぶ
や

き
」
の
デ
ジ
タ
ル
世
界
に
埋
没
し
て
し
ま
う
と
、
実

は
情
報
発
信
の
点
で
は
弱
く
、
新
た
な
意
味
で
の
デ

ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
を
生
む
こ
と
に
な
る
。
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「
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
」が
重
要

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

も
、
入
会
資
格
が
緩
和
さ
れ
て
会
員
数
が
爆
発
的
に

増
え
、
北
ア
フ
リ
カ
で
は
政
権
崩
壊
の
引
き
金
と
な

る
原
動
力
の
一
つ
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
個
人
的
な

「
つ
ぶ
や
き
」
や
鳥
の
さ
え
ず
り
の
よ
う
な
情
報
が
、

「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
と
し
て
公
に
発
信
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
膨
大
な
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
山
か
ら
、

必
要
で
、
か
つ
安
全
な
情
報
を
選
び
出
す
の
は
至
難

の
業
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
道
具
と
し
て
、
各
種
の

検
索
エ
ン
ジ
ン
が
作
ら
れ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
者
が
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
に
支
配
さ
れ
か
ね

な
い
状
況
だ
。

と
こ
ろ
で
、
我
々
が
情
報
を
求
め
る
の
は
、
そ
の

事
柄
に
つ
い
て
判
断
を
く
だ
す
た
め
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
入
手
し
た
情
報
の
価
値
を
判
定
で
き
る

能
力
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
読
み
書
き
の
能
力
を

「
リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
い
う
が
、
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
る

情
報
を
批
判
的
に
判
断
す
る
能
力
の
こ
と
を
「
メ
デ

ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
い
う
。
情
報
の
洪
水
の
中
に

い
る
21
世
紀
の
人
々
に
と
っ
て
、
最
も
大
切
な
能
力

で
あ
る
。
緊
急
と
か
重
大
と
い
う
報
道
が
、
時
々

刻
々
と
変
化
す
る
事
態
の
あ
る
瞬
間
を
と
ら
え
た
も

の
で
、
誤
り
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
思
う
。

東
大
の
物
理
学
教
授
で
あ
っ
た
寺
田
寅
彦
が
「
一
つ

の
思
考
実
験
」（
１
９
２
２
年
）
で
、「
私
は
今
の
世

の
人
間
が
自
覚
的
あ
る
い
は
む
し
ろ
多
く
は
無
自
覚

価
値
あ
る
情
報
の
発
信
を
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